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(1）概要

正宗（1961）は白山の植生を次の4垂直植生帯に区分している。

①　下部夏緑広葉樹林帯　　Lower

summer

green

broad

leaved

tree

forest

zone

②　ブナ帯　　　　　　　　Beech

forest

zone

(Fagus

crenata

forest

zone)

③　ダケカンバ帯　　Betula

ermani

forest

zone

(including

evergreen

coniferous

forest)

④　高山植物帯　　　Alpine

zone

a　濯木林（ハイマツ地区）Pine

scrub

area

(Pinus

pumila

area)

b　高地草原地区　　　　　　Alpine

meadow

c　高地岩屑地区　　　　　　Alpine

gravel

area

d　積雪地帯　　　　　　　　Snowy

area

　植生帯の名称については異論があるが，植生帯の区分そのものについては問題がない。しか

し，ここで取扱う亜高山帯は③のダケカンバ帯に，高山帯は④の高山植物帯にあたることはい

うまでもないことである。

鈴木(1970）は白山の亜高山帯・高山帯植生を次の通り分けている。

コメツガ林

ダケカンバーアオモリトドマツ林

ハイマツ低木林

ガンコウラン高山ハイデ

タカネツメクサ岩屑斜面植物社会

ショウジョウスゲ－イワイチョウ湿原

ハクサンコザクラ・ネバリノギラン雪田社会

アオノツガザクラ雪田とチングルマ雪田

高茎草原

季節風効果と植物社会を論じた福嶋（1972）は亜高山帯以上の植生を次の通りあげている。

ダケカンバ林

アオモリトドマツ林

ダケカンバ－アオモリトドマツ林

チシマザサ低木林

ミヤマハンノキ低木林

ハイマツ低木林

高山高茎草原

嗅雪湿原植物社会

ガンコウラン風衝ハイデ

アオノツガザクラ雪田

ここでは以上3者の分類を考慮しながら，以下にそれぞれの植生帯について概観する｡

(2）亜高山帯

正宗がいうダケカンバ帯は常緑針葉樹林を含む亜高山帯に相当する。わが国の亜高山帯は一
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般には常緑針葉樹林のオオシラビソ―シラビソ林で代表される。白山においてはオオシラビソ

（アオモリトドマツ）林が，甚之助小屋，南竜小屋の上部に発達する一方，積雪斜面にはダケ

カンバ林がひろがり，積雪量によってはミヤマハンノキ低木林高茎草原があらわれる。このよ

うに白山では，積雪量を軸として，常緑針葉樹林―落葉広葉樹林―ミヤマハンノキ低木林―高

茎草原と配列する。

　鈴木(1970)はオオシラビソ林とダケカンバ林を，最上層の優占種から両林を区分できるが，

組成的にはまとまった集団として，ダケカンバ―オオシラビソ林と呼んでいる。宮脇他(1983)

によると，オオシラビソ林とダケカンバ林の成立条件は積雪量に関係し，前者はコケモモ―ト

ウヒクラスに，後者はダケカンバ―ミヤマキンポウゲクラスに属するとしている。さらに，鈴

木(1970)はダケカンバ―オオシラビソ林と種組成的に異なる群落として，コメツガ林を北斜

面の尾根部で，海抜1,500ｍから1,700ｍまでの岩角地に認めている。

　白山亜高山帯の特徴として，鈴木(1970)は，東北地方日本海岸で欠如するオオシラビソ林

が，不完全ではあるが(連続していないが)発達し，白山の森林限界に到達すると述べている。

また，オオシラビソ林が積雪斜面でダケカンバ林等におきかわる現象を，林帯としてのオオシ

ラビソ林の破綻と呼んでいる。この破綻の現象がすすんで，砂防新道を登るとオオシラビソ林

を欠如する山という印象を受ける。

　白山においては，オオシラビソ林は積雪が少ない風衝地の斜面に多く見られ，一般に，風下

側に旗状に枝葉をのばし，主幹上部は2叉あるいは3叉して，フォーク状になることが多い。

　オオシラビソ林は積雪が多くなると，優占種はダケカンバにかわる。さらに雪の量が多いと

ミヤマハンノキ低木林になる。ダケカンバ，ミヤマハンノキの幹枝は弾力性に富み，雪圧に耐

えることができ，群落を維持することができる。〈オオシラビソ林〉

　高木層の優占種はオオシラビソで,前述のように風衝樹形をしめし，一般に樹高は高くない。

亜高木層はナナカマド，ヤハズハンノキ，ハクサンシャクナゲ，ミネカエデなどが占め，低木

層にはチシマザサが優占する場合が多い。このチシマザサ低木層をぬけだしてオオカメノキ，

コヨウラクツツジなどを生ずる。草本層にはゴゼンタチバナ，イワカガミ，シノブカグマ，マ

イズルソウ，タケシマラン，オオバショリマ，ショウジョウバカマ，ヤマソテツ，シラネワラ

ビなどを伴う。

〈ダケカンバ林〉

　木本植物の組成はオオシラビソ林の場合とほとんど変わりないが，積雪量に応じて一般に草

本種が多様になる。エソノヨツバムグラ，エンレイソウ，キヌガサソウ，オオバタケシマラン，

ヤグルマソウ，サンカヨウなどを生ずる。

〈ミヤマハンノキ低木林〉

　風背側の積雪斜面に発達する高さ2ｍまでの落葉性の低木林である。ミヤマハンノキがヤハ

ズハンノキやウラジロナナカマドに置き変わる場合がある。草本層にはショウジョウバカマ，

マイズルソウ，ミヤマアキノキリンソウ，イワカガミ，キバナノコマノツメ，キヌガサソウ，

クロクモソウに大形の草本であるモミジカラマツ，クルマユリ，カラクサイノデ，ミヤマメシ

ダ，オオバショリマなどを伴う。

〈高茎草原〉

　白山には山地帯から高山帯にかけて，広く高茎草原がみられるが，亜高山帯で最も良く発達

する。一般に上部はハイマツ低木林あるいはミヤマハンノキ低木林に接している。亜高山帯の
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高茎草原は植物社会学的には，ミヤマシシウド―ハクサンアザミ群集である。この群集はミヤ

マシシウド，ハクサンアザミ，ハクサントリカブト，ハクサンハタザオ，カラマツソウを群集

標徴種および識別種とし,向陽の水分条件が良い冬季積雪斜面に発達する。菅沼（1970）は本

群集に3亜群集を認めている。群落構成種は多く,上記の標徴種の他,イブキトラノオ，シモ

ツケソウ,ヒトツバヨモギ,タテヤマスゲ，ミヤマコウゾリナ，オタカラコウ，オニシモツケ，

クロトウヒレン，ハクサンフウロ，タカネスイバ，ミヤマキンポウゲ，シナノキンバイ,モミ

ジカラマツ，コバイケイ，イタドリ,サラシナショウマ，シナノオトギリ，クルマユリなど花

の美しい草本が多い。

(3) 高山帯

　高山帯の極相植物群落はハイマツ林で，風衝の露岩地にはガンコウラン群落，岩屑斜面には

タカネツメクサ,イワギキョウを主とする荒原植生，風背の多雪地には高茎草原，雪田植生，

湿原が発達する。また，ハイマツ低木林と高茎草原または雪田植生の移行部にはミヤマハンノ

キ低木林がみられることが多い。積雪地でも雪崩地，積雪が長期にわたるところでは，裸地に

なり，その周辺は高茎草原となる。

〈ハイマツ低木林〉

　白山においては広い範囲を占め,樹海という形容がよく似合う群生状態を示している。鈴木

（1970）はハイマツ低木林を,ハイマツ,ゴゼンタチバナ，コシジオウレンを常在種とし,ハ

クサンシャクナゲ,コケモモを伴う尾根型の下位単位と，チシマザサ，イワカガミを伴う湿性

の山脚型の下位単位に分け，さらにどちらにも属しないコメススキを伴う中間型があるとして

いる。

　白山山頂附近の風慢性の強い海抜2,640ｍの立地では，ハイマツ低木林の高さは0.8ｍで，

下層にガンコウラン，コケモモを伴い，やや下方の海抜2,600ｍでは低木層にハイマツが優占

し,タカネナナカマド,ウラジロナナカマドをわずか伴い,下層にはコシジオウレン，イワカ

ガミ,コメススキ，キバナノコマノツメ，コケモモ，ミヤマアキノキリンソウ，アカモノ, ガ

ンコウラン，ネバリノギラン,ミヤマウイキョウ，クロユリ，マイズルソウを植被率40％で伴っ

ており，必ずしも鈴木(1970）のいう識別種は明瞭に下位単位を位置づけないようであるが推

移帯を除くと両端ではハイマツ低木林の組成にかなりの違いがみられる｡

〈タカネッメクサ岩屑荒原〉

　御前峰，大汝峰などの海抜2,600ｍ以上にみられる。この群落は高山特有の激しい風化作用

の結果崩壊した岩石が堆積する斜面に生じる先駆植生であるが，環境条件が厳しいために遷移

が進行せずに停滞した状態にある。タカネツメクサ，イワギキョウの他，コメススキなど5種

前後の種より構成される極めて貧弱な植生である。

〈ガンコウラン矮性低木群落〉

　風衝地の露岩上，岩礫上にみられる極く小型の低木から成る群落で,御前峰，大汝峰，室堂

平，弥陀ヶ原などの冬季季節風の風衝側に成立する。ガンコウラン，マキバエイランタイを常

在種とし，アオノツガザクラ，ミヤマアキノキリンソウ，ミヤマコウソリナを伴う小グループ，

クロマメノキ，チングルマを伴う小グループ，コメバツガザクラ，トウゲシバ，イワヒゲなど

を伴う小グループを識別できる。鈴木（1970）はガンコウラン矮性低木群落に立地の日あたり

の程度，水湿の程度,風あたりの程度などによってクロマメノキ・ファーシス,アオノツガザ

クラ・ファーシス,コメバツガザクラ・ファーシスを記録している。
〈ショウジョウスゲ―イワイチョウ群落〉
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　弥陀ヶ原に最もよく発達するが，湿原の形態はとっていない。このほか，南竜ヶ馬場，小桜

平にも分布している。常在度の高い種にショウジョウスゲ，イワイチョウ，ミヤマウイキョウ，

ハクサンコザクラ，ミツバノバイカオウレン，クロユリなどが，南竜ヶ馬場ではハクサンオオ

バコが高い常在度を示している。

　弥陀ヶ原には湿原が発達してもよい条件を備えているが，湿原を見ることができない理由と

して，鈴木（1970）は山頂近くに湿原が形成されるには高度が高すぎることと，明治時代に行

われた砂防工事のために，弥陀ヶ原の「しば」が用いられたことをあげている。「しば」剥ぎの

ために表層の泥炭をとり去ったため湿原が成立できなくなった点は，弥陀ヶ原内にくわを入れ

たと考えられる凹地が散在すること，また東部に南北に走る水路が人為的に掘られた跡と考え

られるふしがあることから推察される。

　ショウジョウスゲ―イワイチョウ群落は菅沼他(1976, 1978）によって，ショウジョウスゲ

―イワイチョウ群集と同定され，弥陀ヶ原では典型亜群集とガンコウラン亜群集に，南竜ヶ馬

場ではハクサンオオバコ亜群集とオオヒゲガリヤス亜群集に区分されている。

〈ハクサンコザクラ群落〉

　雪田植生のうち，湿潤ないし過湿の地に生ずる植生で，ハクサンコザクラを優占種とし，雪

田植生の中では珍らしく赤色系の花をつけるので，開花期はみごとである。構成種は極めて少

ない。

〈アオノツガザクラ群落〉

　雪田植生の1つで，ハクサンコザクラ群落の周囲，雪渓尻などに見られ，ガンコウランを伴

わない群落である。一般にアオノツガザクラのみから成る場合が多いが，チングルマ，ショウ

ジョウスゲ，ミヤマキンバイなどを伴う場合がある。

〈ミヤマキンバイ―クロユリ群落〉

　室堂平の主流となる雪田植生の１つで，この群落には雪田植生に出現する種のほとんどを包

含している。ミヤマキンバイを優占種とし，ショウジョウスゲ，ハクサンボウフウ，ミヤマリ

ンドウ，クロユリ，ミヤマウイキョウ，ネバリノギラン，タカネヒカゲノカズラ，コバイケイ

ソウ，ハクサンコザクラ，ミヤマアキノキリンソウ，オヤマノリンドウなどを構成種としてい

る。

〈モミジガサーショウジョウスゲ群落〉

　東斜面から北斜面にかけての中陰の緩斜面に発達する。雪どけが遅く，地下水位が高く，腐

植の発達が悪いので泥炭状をなしており，降雨時には一時的に湿原のような状態になる。モミ

ジガサ，ショウジョウスゲ，ミヤマノガリヤスを区分種にするが，イワイチョウを伴わない点

で，ショウジョウスゲ―イワイチョウ群集から区別され，モミジガサ―ショウジョウスゲ群集

の名称が与えられている（菅沼, 1970）。
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2　白山の亜高山帯・高山帯の植生分布 八神　徳彦

　鈴木・福嶋(1972)による白山植生図をもとに，白山の亜高山帯以上の植生分布面積を調べ

た。

　鈴木らの植生図を主稜線で区切り，風衝側(西斜面).風背側(東斜面)に区分し，標高1,800

ｍ以上について標高差100ｍごとに区切り(図Ⅱ－1),それぞれの植生区分を調べた。植生区

分は，鈴木らの区分に従い，ガンコウラン風衝ハイデ，ハイマツ低木林，アオノツガザクラ雪

渓植物社会，高山高茎草原，雪田植物社会，ミヤマハンノキ低木林，アオモリトドマツ林，ダ

ケカンバ―アオモリトドマツ林,ダケカンバ林,チシマザサ低木林，ブナ林,その他に区分した。

各植生区分の面積分布を図Ⅱ－2に示した。このうち，分布の特徴的なガンコウラン風衝ハイ

デ，ハイマツ低木林，アオモリトドマツ林，ミヤマハンノキ低木林，ダケカンバ林については，

各標高分布ごとの総面積に対するそれぞれの植生の割合を示した(図Ⅱ－3)。

〈ガンコウラン風衝ハイデ〉

　安定した岩礫地や冬期季節風による風衝のため積雪がほとんどなくハイマツ低木林が成立し

ない所に発達する。最も標高の高い所に分布の中心をもち，標高2,300

ｍ

から山頂部にかけて

の風mmに多く分布する。2,600ｍ以上の山頂部では最も広い分布を示す植生である。

〈ハイマツ低木林〉

　基質が安定し，土壌が発達し，かつ冬期は積雪量が多く，しかも融雪が早い立地に発達する

　(土田1981)。標高約2,100ｍ

から山頂部にかけて分布するが全体的に風衝mによく発達し,積

雪が多く融雪が遅い風背側ではやや少ない。また,標高2,600ｍ以上の風衝側で減少するのは，

強い冬期季節風のため積雪が少ないことと，土壌の安定しない岩礫地が多いためであろう。白
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山の高山帯を最も広くおおう植生で風衝側約210

ha，

風背側約80

ha

にみられる。

〈アオモリトドマツ林〉

　標高2,200ｍを中心として，風衝斜面に発達する。鈴木（1970)によれば，組成的には後述

するダケカンバ林とまとまった1単位を形成し，ダケカンバ―アオモリトドマツ林を形成する

が，アオモリトドマツは積雪の少ない風衝側斜面に多く，やや積雪が多くなると優先種はダケ

カンバにかわるとしている。

〈ミヤマハンノキ低木林〉

　標高2,300ｍを中心とした風背側の堆雪斜面に発達し，風衝側に発達するアオモリトドマツ

林とは対照的な分布をしている。

〈ダケカンバ林〉
　亜高山帯低部に広く分布し，風衝側ではアオモリトドマツと混生することが多いが，風背地

ではアオモリトドマツ林がほとんど発達せず，ダケカンバの純林がよく発達する。

　アオモリトドマツ林，ダケカンバ林，両者の混交林及び，ミヤマハンノキ低木林が風衝・積

雪と地形によってすみ分けるような形で亜高山帯の70％の面積をおおっている。

　アオモリトドマツ林の占める割合が急激に減少し，ハイマツ林が増える2,200ｍから2,300

ｍにかけてが白山における亜高山帯から高山帯への移行地帯ということができ，白山の高山帯

は約625haの広がりをもつといえる。

文　　　　献

鈴木時夫（1979)白山の植生分布と垂直植生帯．白山の自然，p.114－156，石川県．

鈴木時夫・福嶋　司（1972)白山の植生図．石川県．

土田　勝義（1981）白馬丘の高山植生と荒廃地回復に関する研究．白馬村教育委員会．
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3　白山を分布の西限もしくは南限とする植物

米　山　競　一(1）高等植物

〈概要〉

　白山は，高山帯をもつ山であるが，日本の屋根といわれる中部日本の山々から切り離され

た独立峰で，孤島的な存在である。しかし，この孤島では，維管束をもつ高等植物で，独自

の発達をとげた固有種はみつかっていない。白山以南には，白山より標高の高い南アルプス

の山々があるが，白山が内帯に属することから，冬季の積雪による保温効果や融雪期の高い

湿度が高山帯においても日本海要素を生み，白山を南限とする種を生んでいる。また，白山

以西には，大山（1,731ｍ）,八剣山（1,915ｍ），石鎚山（1,982ｍ）,宮之浦岳(1,935ｍ）

などの山はあるが白山より標高が低く，しかも低緯度に位置するので高山帯はない。したがっ

て，高山植物が分布していても，種数・個体数とも少なく，おのずと白山山系が分布の西限

となる植物が多くなる。

　また，白山は，しばしば立山と比較されるが，高山帯に生育する植物を種数のうえから比

較すると一歩譲らざるを得ない。それは，立山が白山より標高が高く，緯度が高いことから

高山帯が広く，生育環境の多様さにおいても一歩抜きんでているからである。このことが白

山に生育しない種の分布につながり，立山を西南限とする種の数に結びついている。白山に

分布しない高山植物の多くは，コマクサ，タカネスミレ，チシマギキョウ，オヤマソバ，ウ

ラジロタデ，チシマアマナなどに見るように，ハイマツ帯以高の高山風衝荒原，高山岩隙地，

高山崩壊砂礫地などの極限の環境を分布域としている。しかし，数においての優劣は，西に

高山帯をもつ白山が控えているので，その数は極端に少なく，白山の数分の一に過ぎない。

　白山以西の山々にも種数は少ないが，白山の高山帯にみられる植物が隔離分布している。

例を挙げてみよう。まず，福井県南の冠山山頂付近では，コバイケイソウ，タカネアオヤギ

ソウ，コシジオウレン，ミツバオウレンが，滋賀県の伊吹山では，ハクサンフウロ，グンナ

イフウロなどが知られている。南へ下って奈良県の八剣山では，ゴヨウイチゴ，ミヤマヌカ

ボシソウが，愛媛県境の石鎚山では，ネバリノギラン，ミヤマダイコンソウが，剣山では，

ミヤマウイキョウやハクサンシャクナゲが，また，東赤石山では，コイチョウラン，タカネ

バラ，コケモモ，タカネマツムシソウなどがみられる。鳥取県の大山になると，高緯度と日

本海側気候の影響もあって，ヒゲノガリヤス，ミヤマヌカボ，ニッコウキスゲ，チャボゼキ

ショウ，ネバリノギラン,

ノウゴウイチゴ，イワキンバイ，クロウスゴ，ミヤマホツツジ，

ツガザクラ，コメバツガザクラ，シラタマノキ，ハクサンシャジンなど,

20を越える高山種

をみることができる。また，その近くの烏ヶ山は，ミヤマハンノキの低木林があることで知

られている。さらに南方海上の屋久島では，宮之浦岳をはじめとする2,000ｍに近い山々を

かかえているので，低緯度とはいえ，タケマラン，ウメバチソン，コミヤマカタバミなど，

その数こそ少ないが白山に生育する種の確認がなされている。ここに列挙した白山で見られ，

かつ白山以西の山々にも分布する高山植物の中には，分布の西限を名のる種が当然含まれて

いるわけであるが，その数は少ない。こと高山種に関する限り，どの山も分布の西南限を名

のる植物が100種類を越える白山に遠く及ばない。

〈白山の高山帯・亜高山帯を分布の西南限とする高等植物目録〉

　白山を分布の西南限とする種をとりあげるにあたり，その範囲を白山国立公園の域内とし

最近の文献（文末参照）とも照し合わせ整理した。
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シダ植物

①　シンノスギカズラ

②　ヒロハスギカズラ

③　タカネスギカズラ

④　ミヤマハナワラビ

⑤　オクヤマワラビ

⑥　オオメシダ

Lycopodium

annoiinum

Linn.

var.

annotinum

L.

annotinum

Linn.

f

ktifolium

(Takeda)

Tagawa

L.

annotinum

Linn.

var.

acrifolium

Fernald

Botrychium

lanceolatum

(Gmel.)

Angstr.

Athyrium

alpestre

(Hoppe)

Rylands

Lunathyrium

pterorachis

(Christ)

Kurata

裸子植物
①　オオシラビソ

②　ハイマツ

Abies mariesiiMasters

Pinus pumila (Pallas) Regel

単子葉植物
①　ホソバタマミクリSparganium

glomeratum

Laest.

ex

BEURL.

var.

angustifolium

GRAEBN.

Agrostis

scabra

WILLD.

Phleum

alpinum

Linn.

Poe

glauca

VAHL

P.

hakusanensis

HACK.

Carex

augustinowiczii

Meinsh.

ex

KORSHINSKY

C.

brunnescens

(Pers.)

POIRET

C.

Curia

GOODEN

C.

deweyana

Schwein.

var.

senanensis

(OHWI)

T.

Koyama

C.

hakkodensis

FRANCH.

C.

jacens

C.

B.

CLARKE

C.

mertensii

var.

urostachys

(FRANCH.)

KUKENTH.

C.

paitpercula

MICHX.

C.

pyrenaica

WAHLENB.

C.

rhynchophysa

C.A.MEY.

C

safe

var.

brevisqttamata

(KOIDZUMI)

OHWI

C.

stenantha

Fr.

et

SAV

C.

subumbeltata

MEISN.

Scirpus

hondoensis

OHWI

Juncus

ensifolius

WIKSTR.

f.

kamtscliatcensis

(BUCHEN.)

KUDO

Luzula

wahlenbergii

RUPR.

Fritillaria

camtschatcensis

(Linn.)

KER-GAWL.

Paris

japonica

(Fr.

et

Sav.)

Franch.

Smikcina

yezoensis

Fr.

et

SAV.

Streptopus

streptopoides

(Ledeb.)

FRYE

et

RIGG

Cypripedium

macranthum

SW.

var.

hotei-atsumorianum

SADOVSKY

②　エゾヌカボ

③　ミヤマアワガエリ

④　タカネイチゴツナギ

⑤　ハクサンイチゴツナギ

⑥　ヒラギシスゲ

⑦　ヒメカワズスゲ

⑧　ハクサンスゲ

⑨　ホスゲ

⑩　イトキンスゲ

⑪ハガクレスゲ

⑫　キンチャクスゲ

⑬　ダケスゲ

⑭　キンスゲ

⑮　オオカサスゲ

⑯　シロウマスゲ

⑰　イワスゲ

⑱　クモマシバスゲ

⑲　ミヤマホタルイ

⑳　ミクリセキショウ

21　ミヤマホソコウガイゼ

　　キショウ

22　クモマスズメノヒエ

23　クロユリ

24　キヌガサソウ

25　ヒロハユキザサ

26　ヒメタケシマラン

27　ホテイアツモリ
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28　キバナノアツモリソウ

29　ハクサンチドリ

30　ウズラバハクサンチド

　　リ

31　シロバナハクサンチド

　　リ

32　ニョホウチドリ

33　タカネトンボ

34　タカネサギソウ

35　ミヤマチドリ
双子葉植物

①※ドロノキ

②　ムカゴトラノオ

③　オンタデ

④　タカネスイバ

⑤※シナノナデシコ

⑥　タカネナデシコ

⑦※センジュガンピ

⑧　タカネツメクサ

⑨　イワツメクサ

⑩　ハクサントリカブト

⑪　ミヤマオダマキ

⑫　オオレイジンソウ

⑬　ミヤマキンポウゲ

⑭　シナノキンバイ

⑮　ミヤマタネツケバナ

⑯　アラシグサ

⑰　ヒメウメバチソウ

⑱　エゾスグリ

⑲　シコタンソウ

⑳※フキユキノシタ

21　カラフトダイコンソウ

22　ミヤマキンバイ

23　コガネイチゴ

24　ベニハナイチゴ

25　タカネトウチソウ

26　チングルマ

27　ウラジロナナカマド

C. yatabeanum Makino

Orchis aristataFischer

0. aristataFischer f.punctataTatewaki

0. aristataFischer,f.albifloraTatewaki

0. joo-iokianaMakino

Platantherachorisiana(Cham.) Reichb,fil.

P. maximowicziana Schltr.

P. takedaiMakino

Populus maximowiczii A. Henry

Polygonum viviparumLinn.

P. weyrichiivar.alpinum Maxim.

Rumex montanus Desf,

Diantkus shinanensisMakino

D. superbus Linn.var.speciosusReichenb.

Lychnis gradllima Makino

Minuartia hondoensis(Ohwi) Ohwi

StellarianipponicaOhwi

Aconitum hakusanense Nakai

AquilegiaflabellataSieb.et Zucc.var.pumila (Huth) Kudo

Lycoctonum gigas Lev. et Vnt. var. hondoense (Nakai)

Tamura

Ranunculus acrisLinn.var. nipponicusHara

TrolliusriederianusFisch.et Meyer var.japonicus(Miq.)

Ohwi

Cardamine nipponicaFr. et Sav.

Boykinia lycotonifolia(Maxim.) Engler

ParnassiaalpicolaMakino

Ribes latifoliumJancz.

SaxifragabronchialisL. subsp.funstoniiHult. var.rebun-

shirensisHara

S. japonicaH. Boiss.

Geum macrophyllum willd.var.sachalinense(Koidz.)Hara

Potentillamatsumurae Th. Wolf

Rubus pedatus Smith

R. vernus(Focke) Focke

SanguisorbastipulateRafin

Sieversiapentapetala(Linn.)Greene

Sorbus matsumurana (Makino) Koehne
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28　タイツリオウギ

29　シロウマオウギ

30　イワオウギ

31　ハクサンダイゲキ

32　ガンコウラン

33　クロツリバナ

34　イワオトギリ

35　ウスバスミレ

36　アシボソアカバナ

37　ミヤマアカバナ

38　シロウマアカバナ

39　ハクサンサイコ

40　ミヤマゼンゴ

41　ミヤマセンキュウ

42　ハクサンボウフウ

43　シラネニンジン

44　イワヒゲ

45　ミネズオウ

46　アオノツガザクラ

47　コツガザクラ

48　キバナシャクナゲ

49　クロマメノキ

50　ハクサンコザクラ

51　オオサクラソウ

52　イワイチョウ

53　ミヤマリンドウ

54　シロウマリンドウ

55　ヨツバシオガマ

56※オニシオガマ

57　エゾシオガマ

58　ヒメクワガタ

59　オニク

60　ハクサンオオバコ

61　リンネソウ

62　オオヒョウタンボク

63　ヒメシャジン

64　イワギキョウ

65　シロバナイワギキョウ

66　ミヤマオトコヨモギ

67　アサギリソウ

Astragalus

membranaceus

Bunge

var.

obiusus

Makino,

p.p.

A.

skiroumensis

Makino

Hedysarum

vicioides

Turcz.

Tithymalus

togakusensis

Hara

Enpetrum

nigrum

Linn,

var

japonicitm

K.

Koch

Euonymus

tricarpus

Koidz.

Hypericum

kamtschaticum

var.

hondoense

Y.

Kimura

Viola

blandaeformis

Nakai

Epilobiwn

dielsii

LEV.

E.

hornemannii

Reichb.

var

foncaudianum

(LEV.)

Hara

E.

shiroumense

Matsumura

et

Nakai

Bupleurum

nipponicum

Koso-Poljansky

Coelopleurum

multisectum

(Maxim.)

Kitagawa

Conioselinum

filicinum

(Wolff)

Hara

Peucedanum

multivittatum

Maxim.

Tilingia

ajanensis

Regel

Cassiope

lycopodioides

(Pall.)

D.

Don

Loiseleuria

procumbens

(Linn.)

Desv.

Phyllodoce

aleutica

(Spreng.)

A.

Heller

P.

x

alpina

Koidz.

emend.

Satake

Rhododendron

aufeum

Georgi

Vaccinium

uliginosum

Linn.

Primula

ciineifolia

var.

hakusanensis

(Franch)

Makino

P.

jesoana

Miq.

Fauna

crista-galli

(Menz.)

Makino

subsp.

japonica

(Fran-

ch.)

GlLLET

Gentiana

nipponica

Maxim.

Gentianopsis

yabei

(Takeda

et

Hara)

Ma

Pedicularis

ckamissonis

Stev.

var.

japonica

(Miq.)

Maxim.

P.

nipponica

Makino

P.

yezoensis

Maxim.

Veronica

nipponica

Makino

et

Matsumura

Boschniakia

rossica

(Cham,

et

Schltdl.)

Fed.

et

Flerov

Plantago

hakusanensis

Koidzumi

Linnaea

borealis

Linn.

Lonicera

tschonoskii

Maxim.

Adenophora

nikoensis

Fr.

et

Saw

Campanula

lasiocarpa

Cham.

C.

lasiocarpa

Cham

f

albiflora

Tatewaki

Artemisia

pedunculosa

Miq

A.

sericea

Weber

var.

schmidtiana

(Maxim.)

Kudo
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68　タカネヨモギ

69　タテヤマアザミ

70　オニオオノアザミ

71※フジアザミ

72　ミヤマアズマギク

73　クロトウヒレン

74　ミヤマタンポポ

A. sinanensisYabe

Ctrsium babanum Koidzumi var. otayae (Kitamura)

KlTAMURA

C. diabolicumKitamura

C. purpuratum (Maxim.) Matsumura

Aster dubius(Thunb.) Onno var. glabratw (A. Gray) T.

Shimizu

SaussureanikoensisFr. et Sav. var.sessiliflora(Koidzumi)

Kitam.

Taraxacum alticolaKitamura

※印の種については，ブナ帯での出現率が高い。

〈西南限高等植物の代表種〉

Ｏシンノスギカズラ Lycopodium annotinum L. var,annotinum

　北海道から中部地方の亜高山帯の針葉樹林にやや普通にみられる。地上をはい，葉は硬くて辺

に細歯がつく，穂は無梗で単一，葉は水平またはそれ以上に開き0.5～0.9㎜。葉の幅l.O㎜

以上のもので葉が水平以下に開くものをヒロハスギカズラf.latifolium

Tagawa

という。ともに

観光新道，別山道，南竜ケ馬場，釈迦新道などの，ハイマツ，オオシラビソなどの林内や林縁で

みられるが少ない。
タカネスギカズラL.annotinumLinn.var.acrifoliumFernald

　北海道から中部地方のハイマツ帯にごく普通の種で，白山では，室堂平，別山，弥陀が原，チ

プリ尾根，三方岩岳など，高山帯から亜高山帯にかけて，ハイマツやオオシラビソ，コメツガな

どの林床や林縁でみられる。このほか高山帯のやや乾いた草地でもみられる。シンノスギカズラ

やヒロハスギカズラとは，葉辺に細歯がなく，全縁であることで区別できる。やや少ない。

オオメシダ Lunathyrium pterorachis(Christ)Kurata

　北海道から中部地方にかけて，亜高山帯の林下の多湿地に多い。白山では砂防新道，釈迦新道，

三ノ峰，小原峠など，オオシラビソ，ダケカンバの林床や林縁，湿性草地を中心に，高山帯やブ

ナ帯にも広がりをみせている。大型の束生シダで，全長1ｍ前後のものが多い。よく似た分布域

をもつ束生の大型シダにミヤマメシダA.

melanolepis

Christとカラクサイノデp.

microch-

ｂ

Matsumuraがある。本種の鱗片は薄く淡褐色なのに対し，ミヤマメシダの鱗片は硬く黒色

であり，またカラクサイノデの羽軸には狭翼があって，小羽片と沿着しているので，三種の区別

は容易である。やや少ない。

オオシラビソ Abies mariesiiMasters

　白山から八甲田山にわたり，内帯の亜高山帯の主要樹林である。白山では弥陀ヶ原から南竜ヶ

馬場，砂防新道，観光新道，別山道，楽々新道など各登山道の亜高山帯に広く分布し，コメツガ，

クロベ，ダケカンバなどと混生しているところが多い。白山においては，多雪のため樹形が歪め

られ，一般に成長が悪い。白山山系では，北は奈良岳，奥三方山，南は大長山，赤兎山あたりま

で分布域を広げている。下限は1,600ｍ前後である。

ハイマツ Pinus pumila (Pallas) Regel

　本州の中部以北の高山帯に生t，ハイマツ帯をつくり，高緯度にいくにしたがい低山に下りる。

白山では，御前峰，大汝峰，別山を中心にじゅうたん状に発達した広大なハイマツ群落がある。

下部は，南竜ヶ馬場，チブリ尾根など2,000ｍ前後まで下りているところがある。ハイマツは，
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尾根や緩斜面の向陽砂礫地を好み，適度に雪に包まれる風衝地に群落をつくる。この周辺には，

ウラジロナナカマド，オオヒョウタンボク，ミネヤナギ，ハクサンシャクナゲなどの低木が入り

くんでいる。

エゾヌカボ Agrostisscabra Willd.

　北海道の原野の湿地から中部地方の高山帯の湿性草地に分布する。白山では，室堂平の湿った

草地でみられる。同属のミヤマヌカポA.

flacdda

HACKは，高山荒原や中性草地，亜高山帯など

分布域は広い。形態的には，エゾヌカボは，小穂が2.0mmで無芒なのに，ミヤマヌカボの小穂

は,

2.5mmから3.0mmと大きく，芒が護頴の下方についているので,容易に区別できる。なお。

ミヤマヌカボは，四国，九州の亜高山帯にも隔離分布し，分布域が広い。

ミヤマアワガエリ Phleum

alpinum

Linn

　北海道から本州中部の高山帯，亜高山帯の向陽砂礫地の中性草地に群生する。白山では，大汝

峰，御前峰，室堂平，北竜ヶ馬場，観光新道，釈迦新道，砂防新道のお花畑といわれている各所

の高茎草原に群生しており，個体数も極めて多い。根茎が太く，枯れた古い葉におおわれており，

寒冷地での適応性が強く分布域も広い。7～8月の出穂期に群生地の穂が波うつ姿は壮観である。

本属は，日本に2種あるが白山では本種のみ，他にまぎらわしいものはない。

ヒメカワズスゲ

　北海道から中部地方にかけて，高山高層湿原や亜高山帯の湿地に多い。白山では，ゴマ平，殿ケ

池などの湿地や浅い池の周辺に群生しているが，分布域は狭く少ない。ハクサンスゲC.

curta

GOODEN.に似るが稈は平均して短く，茎や葉は緑色で葉身も幅1.0～1.5mmと2分の1以下であ

る。小穂も2～5個とハクサンスゲと比較して少ない。ホスゲ C. deweyana Schwein. var.senanensis(Ohwi)T. Koyama

Carex brunnescens (Pers.)Poiret

　中部地方の高山帯の中性草地や低木林の周辺，亜高山帯などに分布する日本固有要素である。

白山では殿ヶ池の周辺，砂防新道，釈迦新道，三ノ峰など，亜高山帯の上部でみられる。小穂の

数はハクサンスゲとあまり変わらないが，葉身の巾が広く果胞の嘴が長く，ふちが翼状で鋭歯を

もっているので区別は容易である。

イトキンスゲ C hakkodensis Franch.

　北海道から中部地方の高山帯に分布の中心がある。白山では，大汝峰，御前峰の斜面や室堂平，

弥陀ヶ原，四塚山，南竜ヶ馬場，別山，三ノ峰，御花松原などの高山帯の砂礫地，中性草地. 雪

田の周辺部に広く分布するほか，各登山道の亜高山帯上部の高茎草原や砂礫地の低木林の縁でも

見ることができる。キンスゲとともに，白山では，分布域が広く，個体数の多いスゲである。

キンチャクスゲ C. mertensiivar. urostachys(Franch.) KOkenth.

　北海道から東北地方を経て中部地方内帯の高山帯，亜高山帯に多い。白山では，室堂平，釈迦

新道，砂防新道，チブリ尾根など，高山帯の中性草地や亜高山帯の登山道路傍で見られる。稈は

70cm近くにもなり，下部の小穂は長柄をつけ,ほぽ同じ高さに集まって垂れ下がる。雌花の鱗片

には長い芒があり，他にまぎらわしい種はない。

ダヶスゲ C. paupercuia Michx.

　東北地方から中部地方にかけて，高層湿原や亜高山帯に分布する。白山では，四塚山，別山平，

三ノ峰の湿地のほか，中宮道，釈迦新道，楽々新道，モウセン平などの亜高山帯の湿地にも生育

している。生育地では，ミヤマホタルイ，ヤチカワズスゲ，エゾホソイ，コハリスゲ，ミヤマイ

ヌノハナヒゲなどと群落をつくっている。

シロウマスゲ C. scitavar. brevisauamata(Koidzumi)Ohwi
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　東北地方から中部地方にかけて，日本海側の高山の中性草地に分布する日本固有要案である。

白山では，御前峰，大汝峰，砂防新道などの中性草地や岩礫地のほか，亜高山帯の適湿地にもみ

られる。本種は，果胞の嘴のロ部は陥入する同種のミヤマアシボソスゲC. scitaMaxim. に似る

が，中部地方南部の高山にみられ，分布域がちがう。したがって他にまぎらわしい種はない。

クロユリ Friltillariacamtschatcensis(Linn.)Ker-Gawl.

　北海道から中部地方の高山帯の中性草地に分布している。北海道では，3倍体(3n＝36）の

ものもみつかっているが白山や本州の高山のものは2倍体（2n=24）である。白山では，室堂

平，御花松原，うぐいす平，清浄ヶ原，殿ヶ池，別山，南竜ヶ馬場などの中性草地に広く分布し

ている。中には一茎に二花，三花つけるものもあり，最近，白花種もみつかっている。室堂平で

は，ショウジョウスゲ＝イワイチョウ群集，エゾホソイ群集の中やハイマツ群落・ウラジロナナ

カマド群落の中にもみられる。
ヒロハユキザサ Smilacina yezoensisFr. et Sav.

　東北地方から中部地方の高山帯から亜高山帯上部に分布する。白山では，室堂平，弥陀ヶ原，

南竜ヶ馬場，別山などのハイマツ帯の低木林の林縁や林床，亜高山帯のダケカンバ，オオシラ,ピ

ソの林縁にみられる。雌雄異株で根茎が太く，厳寒期は根に栄養を蓄えて耐える。亜高山帯には

本種とよく似たオオバユキザサ5. hondoensisOhwi があるが，茎に2稜の隆起がなく，花序に深

い毛があるので区別できる。

ヒメタケシマラン Streptopusstreptopoides(Ledeb.)Frye et Rigg

　北海道から中部地方にかけて，ハイマツ帯や亜高山帯に多くみられる。白山では，室堂平，弥

陀ヶ原，砂防新道などのハイマツ林やオオシラビソ林，チシマザサ低木林下などでみられる。同

じ環境で本種とよく似たタケシマランvar. japonicus(Maxim.)Fassettとオオバタケシマラン

s. amplexifolius(L.)Dc var.papilktusOhwi がみられる。タケシマランとの違いは，本種では葉

が広卵形で短緑毛をもつのにタケシマランは，狭卵形で縁毛がないこと，分枝することである。

また，オオバタケシマランは，葉が茎を抱き，花柄が中ほどで屈するなど，本種との違いは一層

明確である。タケシマランは，四国や屋久島に，オオバタケシマランは紀伊半島の針葉樹林下で

確認されている。

ハクサンチドリ Orchis aristataFischer

　北海道から中部地方にかけて，高山帯，亜高山帯の中性草地に分布する。白山では，室堂平，

弥陀ヶ原，別山，釈迦岳や各登山道のお花畑で見られる。このほか白山山系で亜高山帯をもつ奈

良岳，見越山，鳴谷山などでは，標高1,600ｍ～1,400ｍあたりのところまでおりている。ここで

は，低木林の林縁やその間にできた斜面の風衝草地などに点在している。これらの生育地ではご

くまれにウズラバハクサンチドリf　punctata　Tatewakiシロバナハクサンチドリf. albiflora

Tatewakiがみられる。

ムカゴトラノオ Polysonum vivitoarumLinn.

　北海道から中部地方の高山風衝荒原やその周辺部の中性草地に広く分布する。白山では，室堂

平，別山，三ノ峰などの中性草地，岩礫地でみられる。根茎太く，頚部は古い葉柄におおわれて

風衝地の厳しい生育環境に対する備えをもっている。種子はまれにしかつかず，長い花序の下に

多くのむかごをつけている。分布域を広げるのは種子よりむしろかごであるといわれている。

　本種は，生育地ではヒロハノコメススキ，コメススキ，ミヤマキンポウゲ，ハクサンフウロ，

ミヤマキンバイ，ハクサンイチゲ，クロユリなどと群落をつくっている。

オンタデ P. weyrichiivar.alpinum Maxim.
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　北海道から中部地方にかけて，高山帯の砂礫地，岩礫地を中心に分布する。白山では，室堂平，

弥陀ヶ原，別山などの高山帯の砂礫地のほか大倉山，三ノ峰，御花松原など，亜高山帯上部の中

性草地まで下りている。殿ヶ池付近では，カラクサイノ，ミヤマメシダ，クロクモソウ，ショ

ウジョウバカマ，ベニバナイチゴなどのやや湿性地を好む種と群落を構成している。同種のウラ

ジロタデP.

weyrichii

(Fr.

Schm.)

H.

Grossは立山が西南限であるが，オンタデは，これの変種

であり，日本国有要素である。

タカネナデシコ Dianthus superbus Linn, van speciosusReichenb.

　北海道から中部地方にかけて，高山帯の中性草地，岩礫地に分布する。白山では，室堂平，釈

迦新道,砂防新道,別山道のお花畑や周辺の裸地でみられるが少ない。同属のシナノナデシコ　D.

shinanensisMakino は蛇谷や岩間道の亜高山帯の裸地でみられるが高山帯には登らず，むしろブ

ナ帯の裸地や河原でみられる。

イワツメクサ StellarianipponicaOhwi

　北アルプス，富士山，御岳などの本州中央部の高山の岩礫地，砂礫地を中心に分布する日本固

有要素である。白山では，御前峰，大汝峰，別山などの風衝の岩礫地でイワギキョウ，コメスス

キなどと疎生群落をつくっている。御前峰では,

2,500ｍ以高の南西から南東の斜面にその中心が

ある。また，観光新道では,

1,850ｍ前後の亜高山帯の岩壁に着生し，ツガザクラ，コメススキ，

イワオトギリなどと小群落をつくっているのがみられる。

オオレイジンソウ Lycoctonum gigasLev. et Vnt. var. hondoense (Nakai) Tamura

　東北地方から中部地方にかけて，亜高山帯の湿地に分布する。白山山系では，砂防新道，野谷

荘司山，三方岩岳などで渓側のカラクサイノデ，オオバショリマなどが繁る湿性草地やダケカン

バの林縁の草地でみられる。本種を，Aconitumに入れる見方もあるが，根が毎年更新すること，

上がく片が前へ屈することなどからLycoctonumに位置づけることもある。記録に同属のレイジ

ンソウL.lyczyanum

Nakaiがあるが，レイジンソウは，外帯の温帯林に分布するので，本種の

ことと思われる。エゾスグリ Ribes htifoliumJancz.

　北海道から中部地方の亜高山帯の渓湿地に分布する，白山では，観光新道，砂防新道のダケカ

ンバ林の林縁，渓湿地の低木林中にみられる。同属のコマガタケスグリR.

japonicum

Maximと

よく似た環境でみられる。外形も非常によく似ているが，コマガタケスグリが葉の下面に腺点が

なく，果実が赤熟するので区別ができる。なお，コマガタケスグリは，奈良・四国の亜高山帯に

も隔離分布している。

ミヤマキンバイ Potentillamatsumiirae Th. Wolf

　北海道から中部地方の高山帯に広く分布する。白山では，御前峰，大汝峰，室堂平，別山，南

竜ヶ馬場，御舎利山，三ノ峰，大倉山，御花松原などの中性草地の凸地や砂礫地に生育し，水は

けのよいやや乾いた環境を好む。本種は，木化した太く長い根茎に栄養を蓄えて，厳寒に耐え越

年する。分布域が広く，個体数も多い。生態的にはヒロハノコメススキ，ショウジョウスゲ，ク

ロユリ，ガンコウラン，アオノツガザクラ，イワイチョウなどと雪田植物群落を構成している。

ベニバナイチゴ Rubus vernus (Focke) Focke

　北海道から東北，中部地方にかけて，日本海側の高山帯，亜高山帯に分布する日本固有要素で

ある。白山の高山帯では，室堂平，四塚山，別山などの渓側のミヤマハンノキ群落やウラジロナ

ナカマド群落の中で多くみられる。さらに下部では，殿ヶ池，甚之助ヒュッテの下部，チブリ尾

根，三ノ峰の亜高山帯中ほどまで下り，シラネワラピ，ミヤマカンスゲ，ハリブキなどとともに
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オオシラビソ林，ダケカンバ林の構成種となっている。

チングルマ Sieversiapentapetala(Linn.)Greene

　北海道から中部地方にかけて高山帯に分布する。白山では，御前峰，大汝峰，室堂平，南竜ヶ

馬場，別山を中心に，三ノ峰，御舎利山，チブリ尾根上部あたりまで下り，雪渓の周辺や渓側の

緩斜面に多く見うけられる。生態的には，雪田植物群落の標徴種でショウジョウスゲ，ガンコウ

ラン，コイワカガミ，アオノツガザクラ，クロマメノキなどとともに群落構成の主要な種である。

なお，本種は，日本では一属一種で，草本のようにみえるが落葉矮性木本である。
ウラジロナナカマド Sorbus matsutnurana(Makino) Koehne

　北海道から中部地方にかけて，高山帯，亜高山帯に広く分布する低木で日本固有要素である。

白山では，御前峰，大汝峰，別山，室堂平，弥陀ケ原，四塚山，釈迦岳とハイマツ帯に広く生育

しており，ここでは，ところどころ単独で，小さな塊状になって点在するのがみえる。生育環境

としては，ハイマツ帯の中でやや湿性を帯びるところで優勢である。したがって位置的には，ハ

イマツ群落と雪田群落の境界に多くみられる。また，下部では，ダケカンバ，オオシラビソの林

縁やチシマザサ低木林の中でもられる。

イワオウギ Hedysarum vicioidesTurcz.

　北海道の夕張山系以西から中部地方までを分布域とする。白山では高山帯の砂礫地，観光新道，

砂防新道，釈迦新道の高茎草原の路傍，やせた砂礫地の斜面などで見られる。下部はブナ帯の礫

地まで下りている。白山の周辺部では，野谷荘司山や見越山の風衝地の斜面で見られる。属は異

なるが，形態のよく似たシロウマオウギA.

shirou。ensis

Makinoはごくまれにタイツリオウギ

A.

membranaceus

BUNGE

var.

obtusus

Makinoも，イワオウギほどではないが，まれによく似

た環境でみられる。

ハクサンダイゲキ Tithymalus togakusensisHara

　奥羽地方から中部地方の日本海側の高山ないし亜高山帯の広葉高茎草原に分布する。白山では

室堂平，別山，三ノ峰などの高山帯中性草地や観光新道，砂防新道，別山道などの亜高山帯の中

性草地に小群をつくり，ミヤマキンポウゲ，シナノキンバイ，ヒトツバヨモギ，ハクサンフウロ，

カライトソウ，カラクサイノデなどと広葉高茎草原を形づくっている。山麓部に同属のタカトウ

ダイT. pekinensisHara van onoei Haraがあるが葉辺がハクサンダイゲキのように全辺でな

く，細歯牙辺であるから，容易に区別できる。

ガンコウラン Empetrum nigrum Linn. var.japonicum K. Koch

　北海道から中部地方にかけて，高山帯から亜高山帯各所に広く分布する。白山では，御前峰，

大汝峰，別山，室堂平，弥陀ヶ原，エコーラインなどの高山風衝の乾燥地，ハイマツの林縁など

日当りのよい積雪の少ないところで特に優勢であるが，全域に広く生育している。ガンコウラン

は，乾燥と寒冷に耐えるため，葉面にクチクラ層をもち，表面を裏側に巻き込んで気孔をかくし

ている。同じ環境にイワウメ，コメバツガザクラ，イワヒゲ，シラタマノキ，ミネズオウ，アオ

ノツガザクラなどが生育しているが，よく似た組織をもち厳しい環境に耐えている。

イワオトギリ Hypericum kamtschaiicum var.hondoense Y. Kimura

　東北地方から中部地方の高山帯・亜高山帯にかけて，中性草地や砂礫地，針葉樹林の林縁でみ

られる。白山では，御前峰，大汝峰，別山，三ノ峰，大倉山，南竜ヶ馬場などの中性草地な砂礫

地.ハイマツの林縁などに生育している。また，亜高山帯では，各登山道のダケカンバ，オオシ

ラビソの林縁の陽地に小群をつくっているのを見うける。変種のシナコオトギリvar.

senanense

Y.

KIMURAは，黒点が葉のふちに集まり，葉面には明点が散布するが,本種は，葉面に黒点はほ
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とんど見られない。この二種の中間形があって混生することがある。シナノオトギリは，大和地

方に隔離分布する。

ミヤマアカバナ Epilobium

hornemannii

Reichb.

var.

foucaudianum

(LEV.)

Hara

　北海道から中部地方にかけて，高山帯から亜高山帯の中性草地の渓側，林縁などに多い，白山

では，室堂平のハイマツ帯や中性草地の渓側，砂防新道，観光新道，釈迦新道の亜高山帯の登山

道縁，草地，林縁でもみられる。同属のアシボソアカバナE.dielsii　Lev.シ・ウフアカバナ£

shiroumense

Matsum.

et

Nakai

もよく似た環境に生育する。三種の外形は似ているがミヤマア

カバナとアシボソアタバナの種子には細かい乳頭があり，シロウマアカバナにはない。また，ミ

ヤマアカバナの花梗に腺毛が散生するがアシボソアカバナの毛は単なる曲毛である。

ミヤマゼンゴ Coelopleurum multisectum(Maxim.) Kitagawa

　中部地方の高山帯の中性草地,高山風衝草原の荒地などに分布する。白山では，室堂平，弥陀ヶ

原の中性草地やハイマツ，ウラジロナナカマド，ハクサンシャクナゲなどの低木林の林縁にみら

れる。本属は日本では2種自生しているが，白山では本種だけである。なお本種は，日本固有要

素である。

ハクサンボウフウ Peucedanum multivittatumMaxim.

　北海道から中部地方の高山帯に分布する日本固有要素である。白山では，御前峰，大汝峰，別

山，室堂平，弥陀ヶ原，南竜ヶ馬場，殿ヶ池，四塚山などで，雪田の外縁部にあたるやや湿度の

低い中性草地に多い，クロユリ，ミヤマキンバイ，ミヤマゼンゴ，アオノツガザクラなどと高山

帯のお花畑を形成している。また，ハイマツ群落やミヤマハンノキ群落にまぎれこむこともあり，

適湿のところでは，亜高山帯上部まで下りることがある。なかに，小葉の切れ込みや鋸歯の深い

ものがあるが，これをキレハハクサンボウフウf.

dissectum

Makino

という。

イワヒゲ Cassiopelycopodioides(Pall.)D, Don

　北海道から中部地方の高山の岩隙に生える。白山では，御前峰や大汝峰，別山などの風衝岩礫

地の岩隙に根を下ろし，よく分枝して岩上や岩壁をはっているのをみる。生育地での夏の風雨と

日照時の高温，そして冬季の厳寒という極限に近い悪条件下に生活する本種は，葉を枝に圧着し

て枝を護るとともに，葉の裏の気孔から水分の蒸散を防いでいる。御前峰では,2,600ｍ前後の岩

の割れ目でコメバツガザクラと群落をつくっているのをみうける。

アオノツガザクラ Phyllodocealeutica(Spreng.)A. Heller

　北海道から中部地方にかけて，高山の湿性草地や岩礫地に分布する。白山では，御前峰，大汝

峰，四塚山，別山，弥陀ケ原，南竜ヶ馬場などの雪田で融雪の早い場所や岩壁の乾燥地でみられ

る。タカネヤハズハハコ＝アオノツガザクラ群集の標徴種及び識別種で，タカネヒカゲノカズラ，

ミヤマキンバイ，ガンコウランなどと群落をつくっている。近縁種のコツガザクラPhylbdoce

X

alpina

Koidzmi,emend.

Satakeは本種とツガザクラp.

nipponica

Makinoとの自然雑種とみな

されており，アオノツガザクラとともに白山が西南限である。なおツガザクラは，奈良・鳥取・

愛媛の亜高山に分布する。

クロマメノキ Vaccinium uliginosum Linn.

　北海道から中部地方の高山帯から亜高山帯にかけて広く分布する。白山では，御前峰，大汝峰，

四塚山，別山，御舎利山，室堂平，弥陀ヶ原，南竜ヶ馬場，エコーライン，チブリ尾根，ゴマ平，

三ノ峰など，各所に広く生育している。高山帯では，ハイマツ林縁，ガンコウランやコイワカガ

ミがみられる雪田の周辺部で，比較的雪が早く消えるところで優勢である。亜高山帯では，高茎

草原の岩礫地や湿地の周辺部でみられる。同属のクロウスゴも本種とほぼ同じ環境でみられるが，



ブナ帯でもよくみられる。なおクロウスゴは，遠く大山のブナ帯に隔離分布している。

ハクサンコザクラ Primula cuneifoliavar.hakusanensis(Franch) Makino

　東北地方の飯豊山から白山にかけて，日本海側の高山の雪田や湿性草地に分布する。白山では，

室堂平，弥陀ヶ原，南竜ヶ馬場，別山，小桜平などの雪田や湿性草地でショウジョウスゲ，ミヤ

マリンドウ，イワイチョウ，ヒロハノコメススキなどと大小の群落をつくっている。同属では，

他にオオサクラソ

P.iesoana

MIQ.

があるが，白山では，釈迦新道の亜高山帯の湿地でみられる

だけである。

イワイチョウ Fauria crista-salli(Menz.) Makino subsD.iabonica(Franch.) Gillet

　北海道から中部地方各地の高山帯，亜高山帯で広くみられる。白山では，室堂平，弥陀ヶ原，

南竜ヶ馬場，別山，三ノ峰の高山帯の雪渓のまわりの湿地や雪解の水が流れをつくる湿潤,過湿

の地に群生するほか，三方岩岳，チブリ尾根，赤兎山など，白山山系南北の亜高山帯の湿地でも

みられ，下限が1,600ｍを下まわる。白山では，イワイチョウが群落をつくるとき，必ずといっ

ていいほどショウジョウスゲと組む, 湿度の高いところでは，ハクサンコザクラ，コバイケイソ

ウ，ヒロハノコメススキなどと，やや湿度の低いところでは，ガンコウラン，クロマメノキ，コ

イワカガミなどと群落をつくっている。

ミヤマリンドウ Centiana nipponicaMaxim.

　北海道から中部地方の高山帯の中性草地に分布する。白山では，御前峰,大汝峰，別山，南竜ヶ

馬場，弥陀ヶ原，三ノ峰などの高山帯の草地や雪田の付近の凸地に生育しており，個体数も多い。

南竜ヶ馬場には，より湿潤の地を好むタテヤマリンドウG. thnbergiiGris.var. minor Maxim.

があるが三重県に隔離分布しているので西南限とはならない。他に，旧道や別山道でトウヤクリ

ンドウG. algidapall.の記録があるが確認できない。

エゾシオガマ PedicularisvezoensisMaxim.

　北海道から中部地方にかけて，高山帯の中性草地や亜高山帯に分布する。白山では，室堂平，

別山，油坂などの中性草地や観光新道，砂防新道，釈迦新道などの亜高山帯でみられる。生態的

には，シナノキンバイ＝ミヤマキンポウゲ群団に属し，白山では，シナノオトギリ，ミヤマキン

ポウゲ，アラシグサ，ハクサンボウフウ，ヨツバシオガマ，ヒトツバヨモギなどと，広葉高茎草

原で群落を形成している。

ハクサンオオバコ Plantago hakusanensisKoidzumi

　東北地方と中部地方の日本海側の高山湿性草地に分布する日本固有要素である。白山では，別

山，油坂，南竜ヶ馬場などの雪渓から流れる冷水で湿った草地や冠水している湿地でみうける。

オオバコとことなり，分布域が高山帯の湿地に限られ，ショウジョウスゲ，ハクサンコザクラ，

イワイチョウ，ミヤマウイキョウ，ミヤマリンドウ，エゾホソイなどともに雪田植物群落を形成

する代表的な種である。

イワギキョウ Campanula lasiocarbaCham.

　北海道から中部地方にかけて，高山帯の砂礫地，岩礫地，岩壁などに分布している。白山では，

御前峰，大汝峰の日の当たる崩壊砂礫地や岩礫地の斜面にみられる。ここでは，ミヤマタネツケ

バナ，イワツメクサ，コメススキ，コメバツガザクラなどと疎生群落をつくっている。ごくまれ

にシロバナイワギキョウf.

albiflora

Tatewakiがみられる。同属のチシマギキョウC.

chamis･

sonts

Fedorovは，白山ではみられず，立山が西限となる。

ミヤマオトコヨモギ Artemisia

bedunculosa

MIQ.

中部地方の高山帯の乾性草地や砂礫地，亜高山帯に分布する日本固有要素である。白山では，
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室堂平，別山の砂礫地で見られるほか，別山道，観光新道，釈迦新道，砂防新道の亜高山帯上部

の高茎草原の乾いたやせ地でみられ，各所で束生状に小集団をつくって生育する。なお，白山に

みられる同属の高山種にヒトツバヨモギA．monophyl&a KiTAM. アサギリソウA, sericeaWeber

var.schmidtiana (Maxim.) KudoタカネヨモギA. SinanensisYabeがあり，ヒトッバヨモギは

ブナ帯まで下りている。

ミヤマタンポポ Taraxacum alticolaTitamura

　中部地方の日本海側の高山帯，亜高山帯の岩礫地，中性草地に分布している。白山では，室堂

平の大汝峰寄りの砂礫地や観光新道のやや乾いた砂礫の草地に生育している。総包は大型，内片

は線形，外片は卵形で内片の1/2

以上，ともに小角突起がない。日本固有要素である。

　小突起のあるのがシロウマタンポポ:var.

shiroumense

KITAM.後立山にまれに生育するが白

山にはない。高山種は，白山では本種のみである。

文　　　　献

橋本光政･里見信生(1970)白山植物目録1.金沢大学理学部付属植物園年報. vol.3，p. 31～43.

橋本光政･里見信生(1971)白山植物目録2.金沢大学理学部付属植物園年報.vol. 4, p.40～42.

橋本光政･里見信生(1973)白山植物目録3.金沢大学理学部付属植物園年報. vol.6，p. 15～28.

橋本光政･里見信生(1976)白山植物目録4.石川県白山自然保護センター研究報告，第三集，

p.61～74.
白山総合学術調査報告（1962）白山，p.51～74.北国新聞社．

石戸　忠（1981）高山樹木植物検索少図鑑．講談社．

石川県（1927）天然記念物調査報告, 3白山．

石川県（1929）天然記念物調査報告, 5別山．

石川植物の会（1983）石川県植物誌　石川県．

環境庁（1979）日本の重要な植物群落　北陸版，中国版，四国版．

環境庁（1980）日本の重要な植物群落　近畿版，南九州，沖縄版．

環境庁　（1981）国立公園及び国定公園ごとにその特別地域内において許可を受けなければ採

　　　　集してはならない高山植物その他これに類する植物を指定する件の一部を改正する件

　　　　告示等34号官報号外.p. 1～45.

河野昭一・橋本竹二郎（1979）立山路の花しるべ．巧玄出版．

宮脇　昭・奥田重俊（1978）日本植生便覧．至文堂．

中西　哲・犬場達之・武田義明・服部　保（1983）日本の植生図鑑　Ｉ森林．保育社．

太田　弘・小路登一・長井真隆（1983）富山県植物誌.It:文堂．

里見信生編(1966）北陸の自然．六月社．

里見信生（1978）白山を分布の西南限とする植物．はくさん. vol.6，p. 3 ～5

里見信生（1981)植生　白山地域自然環境調査報告書. p. 1～7.

清水建美（1982）原色新日本高山植物図鑑　I.保育社．

清水建美（1983）原色新日本高山植物図鑑　Ⅱ.保育社．

管沼孝之・芳賀真理子・四手井英一・小松晶子（1975）白山室堂平および弥陀ヶ原の植生．石

　　　　　川県白山自然保護センター研究報告，第3集. p.31～43.

杉本順一（1978）新日本樹木総検索誌．井上書店．

杉本順一（1966）日本草本植物総検索　シダ編．六月社．

65



杉本順一（1978）日本草本植物総検索　双子葉編，樹木編．井上書店．

杉本順一（1979）日本草本植物総検索　単子葉編井上書店．

鈴木和子（1973）白山高山帯の植物社会．石川県白山自然保護センター研究報告，第一集，p.

　　　　　71～79.

(2）蘚　苔　類 秋山　弘之

〈概要〉

　白山は日本の中で高山帯をもつ山岳としては西端に位置していることから，この山を分布

の西限とする植物が多数存在している。蘚苔類はいわゆる高等植物と比較したとき，より微

小な環境に強く支配されており，また胞子という極めて微小な散布体をもっているので，必

ずしも植物帯といったおおまかな区分には沿わない分布をしていることが多い。しかし例え

ばヤナギコゴケ科のカギハイゴケ属植物のような高層湿原だけに見られるといった特異的な

生育環境をもつ種では，その環境の有無が分布を規定するといったことがある。このように

なかには白山分布の西限とする種も存在している（もちろんこの中には北半球に広く分布す

るが日本国内では白山が西限であるものを含んでいる）。白山を分布の西限とする蘚苔類は，

いわゆる高地に生育する種だけに限らずブナ帯のものにもみられるのであるが，ここでは高

山帯・亜高山帯に生育する種に限って述べてみたいと思う。

　白山の蘚苔類相を概観するとき一番印象深いのは亜高山帯と高山帯の両者における画然と

した相違である。亜高山には草原・低木林・裸地・湿地といった多様な環境が存在し，そう

した環境に対応した多様な種が生育しており，種類相は豊富である。一方高山ではハイマツ

林床やその間を切りひらいた登山道沿いの土上などに蘚苔類がほそぼそとみられるだけであ

る。たとえば南竜ヶ馬場から室堂へと歩いてゆくと蘚苔類が目立たなくなってゆくのがよく

わかる。この相違が何に由来するのかは不明であるが，単に高度が上ったためだけではない

ように思う。

　よく話題になる苔類にナンジャモンジャゴケがあるが，筆者はこの種を分布上から考えて

白山に存在してもおかしくはないと考え，かなり綿密に探したがみつけることができなかっ

た。立山，白馬岳，志賀高原にナンジャモンジャゴケがみつかっていることを考えると，白

山にみつからないのはこの山のもつ歴史，とくに高山帯，亜高山帯の歴史を反映しているの

ではないかと思う。

＜白山の高山帯・亜高山帯を分布の西限とする蘚苔類＞

ガッサンクロゴケ Andreaea nivalisHook.

　高山帯にのみ生育する蘚類。御前峰の北西斜面の沢ぞいにみられる。

　植物体は黒色ないし黒褐色で茎はやや長くのびることが多く普通3～10cm。クロゴケ属

には日本にはもう一種，クロゴケAndreaea rupestrisHedw. var.fauriei(Besch.)Tak.があ

る。クロゴケは低山帯から高山帯まで広く分布している普通種である。クロゴケの葉には中

肋がないので，明瞭な中肋をもつガッサンクロゴケとは簡単に区別できる。またクロゴケが

乾いた明るい岩上にはりつくように生育しているのに対して，ガッサンクロゴケは雪渓の融

けた水が流れる急流沿いの岩上に水に浸った状態で大きな群落をつくる点が特徴的である。

もっともこのような沢は季節によって水量が大きく変動するので，特に水の少ない秋には植
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物体がひからびた状態になっているのがみられる。

　本種は北半球高緯地方に広く分布しているが，日本では白山が分布の西限となっている｡

ハクサンナガダイゴケ Trematodon hakusanensis H. Akiyama とアカマルゴケ　Ｔ．
brevicarpusH. Akiyama

　両種とも白山で発見，記載された種である。今のところ白山以外の産地は知られていない。

　ハクサンナガダイゴケは観光新道とよばれている市ノ瀬から室堂へ向う登山道の2,000ｍ

付近の土上で採集された蘚類である。やや白味がかった鮮緑色の小さな群落をつくって生育

しているが，個々の植物体は高さ2～4mmと目立たない。ハクサンナガダイゴケは植物体全

体がきわめて薄膜の細胞から成り立っている点，および容易に脱落する蒴歯をもつ点できわ

だっている。近縁と考えられる種は日本ではエゾナガダイゴケTrematodon

campylopodinus

Besch.がある。エゾナガダイゴケでも日本特産種で北海道を含む岩手県以北の四か所からの

み知られている。また遠くカナダから報告されたT.montanus

Belland

et

Brassardも薄膜

の細胞をもうことなどで近縁と考えられる。

　アカマルゴケは南竜ヶ馬場近くの林縁の裸地上でみつかった蘚類で，植物体の高さ3～4

mmとこれも微小な種である。直立する蒴が赤黒色を呈すことがナガダイゴケ属の他種と較べ

て特徴的である。アカマルゴケに近縁と考えられる種は日本にはなく，これもカナダから報

告されているTrematodon

boasii

Schofield　である。ハクサンナガダイゴケと同様興味深い

分布をしているといえる。

アカジクカマシッポゴケ Kiaeria starkei(Web. et Mohr) Hag.

　高地のひらけた土上に小さなマットをつくって生育する蘚類である。白山では翠ヶ池周辺

にみられるが個体数は少ない。蒴柄が1cm以上あるので外観がよく似ていて個体数の多いキ

シッポゴケArctoa

fulvella

(Dicks.)B.

S.

G.からは簡単に見分けられる。白山には同じ属のカ

マシッポゴケKiaeria

falcata

(Hedw.)

Hag.もみられるが、この種はブナ帯から高山帯まで広

く分布しており，蒴柄が赤くないので区別は容易である。

　アカジクカマシッポゴケは南アルプス赤石岳に産することが報告されているが確実なもの

ではない。北半球高緯度地方に広く分布するが，日本では白山が唯一の確実な産地であふ。

ハナシマルダイゴケTetraplodon mnioides(Hedw.) B.S.G とマルダイゴケT.angustatus

(Hedw.) B.S.G.

　　高地に生育する蘚類で，ひらけた裸地を好む。動物の糞の上に生えるといわれている。

白山では，ハナシマルダイゴケは別山頂上のハイマツ林縁に，マルダイゴケは室堂の山小屋

付近および七倉山を小桜平側に少し下った所に生育している。葉細胞が大きくて薄膜であり，

なによりも両種ともまっすぐな蒴柄の先に頸の部分が大きく膨らんだ蒴をつけている点で特

徴的である。

　両種が属するマルダイゴケ科は変わった胞子分散手段をもつことで有名である。成熟した

胞子体は蒴の頸の部分から臭いのもととなる物質をだしハエなどを誘引するのである。胞子

自身もハエの身体につきやすいよう粘性物質につつまれている。こうしてハエについた胞子

は，ハエが次の動物の糞に飛んでゆくのについてゆき，そこでまた新しい世代をつくるので

ある。蒴の形態も変わっており，日本のものでは多少膨らむだけで色も赤色や赤黒色と地味

であるが，アラスカなどにみられるハナガサゴケSplachnum

luteum

HEDW.では頸の部分が

スカート状にひろがり，色も黄金色で一見キノコとまちがえるほど美しい。これもハエなど

をひきよせるのに役立っていると思われる（朝日百科世界の植物p.2592にハナガサゴケの写
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真が載っている）。

　両種とも北半球（熱帯高地を含む）に広く分布しているが，日本では白山が分布の西限と

なっている。

コウライタマゴケ Bartramia ithybhyltaBrid.

　高山帯の地上に生育する蘚類。外観は低山帯から山地帯にかけてごく普通にみられるタマ

ゴケB.pomiformis

Hedw.に似るが,乾いたとき葉がよじれずまっすぐなままであること(タ

マゴケは強くよじれる),そして葉細胞と上端に乳頭があること(タマゴケでは腔上にある)

で区別できる。白山ではカンクラ雪渓よこのガレ場近くの林緑で腐植土上に生育していた。

　北半球の高地に広く分布しているが，日本では白山が分布の西限となる。ミドリイヌエボウシゴケ DolichomitriobsiscrenulataOkam.

　主にアオモリトドマツの樹幹や枝上に着生する蘚類で，長く茎を垂らしている。稀産種で

あるが，白山ではよくみかける。

　白山でアオモリトドマツ樹幹に生育する蘚類は，タカネカモジゴケDicranum　viride

(SuLL.

et

Lesq.)LiNDB.var.hakkodense

（Card.)

Tak.,キツネゴケ

Rigodiadelphus

robttstus

(LiNDB.)

Nog.,それに本種が主だったものなので，見分けることは容易である。近縁な種にコ

クサゴケDolichomitriopsis

diversiformis

(Mitt.)Nog.があるが，この種は山地帯に普通に

産する。コクサゴケの葉先は鋭頭だが，ミドリイヌエボウシゴケでは鈍頭なので顕微鏡下で

の区別は容易である。

カリフォルニアテガタゴケ Ptilidiumcalifornicum(Aust.)Underw. et Cook.

　ハイマツの幹に着生する苔類。同属のデガタゴケP.

pulcherrimum

(Web.)

Hampeもハイ

マツ幹にみられるが，カリフォルニアテガタゴケは葉裂片の歯牙が0～2個と少なく，また

腹葉がひらたいことでそれとわかる。

　白山では各地のハイマツ幹に普通にみられる。カムチャッカ，北米北西部，本州に分布し

ているが，日本では白山が分布の西限である。

ヤケミゾゴケ Marsupellaadusta(Nees) Spruce

　高地の地上に生える苔類。植物体は微小で目立たない。赤色ないし赤黒色である。葉細胞

に明瞭なトリゴンをもち，弾糸には3～4個のらせん状肥厚がある点などで他のミゾゴケ属

植物から区別できる。

　白山では南竜ヶ馬場にみられるが，ここではひらけた草原内の裸地に散乱する直径5～10

mmの小石の表面にびっしりと密生しており，一見小さなマリモ状になっているのがおもしろ

い。

　北半球の高地に広く分布しているが，日本では白山が分布の西限である。

　以上述べた以外にも蘚類ではタカネスギゴケPogonatum sphaerothedum Besch.，苔類で

はタイワンイチョウウロコゴケLophozia wenzelii(Nees) Steph.，ムラサキミゾゴケMar･

supellasphacelata(Gies.)Dum.が，高山帯・亜高山帯に生育しかつ白山が日本での分布の西

限となっている種である。
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(3）キ　ノ　コ 池田　良幸

　キノコは，その寄生や共生する寄主や分解対象物の種類によって，発生するキノコの種類

が限定される事が多いので，白山に生育する動植物の全体像が，ほぼ明らかになっている現

在，おのずからキノコの種類も限定されるはずである。ところが，その種類が浮かび上がら

ないのである。その原因は，次の2つにある。

　1つは，キノコの調査研究が世界的に，特に日本において極めて遅れており，国内に産す

るキノコの種類数のおよそも把握されていないし，国内での一定地域の調査例も極めて少な

く，まして高山の調査は皆無に等しい。

　もう1つは，キノコも他の生物と同様に北方系と南方系の系統があり，これらは，地球の

長い歴史の中で，数多くの気象変化や地殼変動によって，他の動植物と共に，その分布域が

南下，北上を繰り返すうちに進化をとげ，限定された樹種との共生関係も，次々と新しい樹

種へと乗り継ぎながら，北上あるいは南下を繰り返している。北方系のキノコでも，ハイマ

ツばかりでなく，同じ五針葉のヒメコマツ，ゴヨウマツ，チョウセンゴモウヘと広がりを持

ち，更に他の属の樹種へと広がりを見せている例がある。

　以上の2点から,白山を西南限とするキノコを挙げる事は，ほとんど不可能と言えるが，

ここでは亜高山帯以上の地域のみで発生が確認できた種類を抜粋して所見を述べる。

＜亜高山帯＞（アオモリトドマツ，コメツガ林）

イロカワリアセタケ(仮称)Inocybe cervicolor･(Pers.)Quel.

日本新産種であるので，今後，どの地域から発見されるか興味ある種である。

コブアセタケ/. nodulososporaKobayasi

県内では白山だけで発見されているが，今後の調査が待たれる。

エイザンモミウラモドキRhodophyllus myceneidesHONGO

滋賀，京都付近で採集されているので除外される。

フサクギダケComphidius lomentostisMurrll

　北方系のキノコで，ハイマツ，アオモリトドマツ林，その他モミ類の林に発生するので，

現在は北海道，本州の高山で採集されている。しかし，今後，四国の亜高山帯でも発見され

るかも知れない。

ヤマブキハツ Russula ochrolenca(Secr.)Fr.

　北方系で針葉樹林や混交林に発生し，北海道，本州で採集されているが白山より西南部の

針葉樹林での発生も予想される。

クロチチタケLactarius Lienyotitsの近似種Lactariussp.

　クロチチタケ自身北方系で，これに近い種であり，アオモリトドマツ，コメツガ林に単生

していたもので，まだ調査不十分で確定できない。

タカネオツネンタヶモドキ（仮称） Polyporellussp.

　広葉樹の枯れ木に発生するオツネンタケモドキP.

brumalisに似るも，このキノコはアオ

モリトドマツの枯れ木で特に虫孔から発生する新しい種である。現在のところ他からの報告

がないが，将来，どの地域から報告があるか興味がある。モミサルノコシカケ Phellinus

hartigii

Imazeki

　アオモリトドマツの立木の幹に褐色にこぶ状に発生しているのを，岩間道で望見した。こ

れもシラベ，トウヒ，モミにも発生するとされているので，もっと西方でも見つかるかも知

れない。
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＜高山帯＞

テングツルタケAmanita inaurataの近似種Amanita sp.

　テングタケ属の祖先は南方系であるが，進化の過程で高山や寒帯に適応した種となったの

かも知れないが，まだ資料も少なく確定はできない。

ミヤマアケタケInocybe montanaの近似種Inocybe sp.

　小型種で,傘の径2.8cmを超えず暗褐色でハイマツ附近の裸地に少数群生する。子実体の

大きさに似ずシスチジアが大きく，ミヤマアセタケに比して子実体も胞子も大きい事が異な

る点である。ミヤマアセタケは，中部山岳地帯の針葉樹林で採集の報告がされているので，

どちらにしてもこのキノコの西南限は，白山になるのではないだろうか。

ベニハナイグチSuillus

piclus

(Peck.)Smith

et

Thiers

　北方系のキノコで五針葉の松類と共生し，筆者はハイマツ林下で確認したが，国内では北

海道は別として，滋賀（田上山）.奈良（大台が原山）で採集の報告があるので除外。

ゴヨウイグチS.placidus

(Bon.）Sing.

　前種と同じく五針葉の松類と共生するキノコで，本県では白山のハイマツ林下での確認で

あるが，国内では北海道，滋賀（田上山）であるから，白山は西南端とは言えない。
ハクサンベニタケ（仮称）Russuk sp.

　未同定種であるが，これに似た種が報告されていない。このキノコはハイマツ林下に単生，

または散生し，白山では御舎利岳頂上附近，室堂平，中宮道地獄のぞき附近の3か所で確認

し，いずれも複数で発生していた。中～大型の子実体で，傘は朱褐色の弱枯性で球形から浅

杯状になり，中央から次第に退色して淡黄上色になり，緑部に粒条線が認められ表皮ははげ

易い。茎は太く円柱状，または中ほどが少し太まり，白色で条線があり，時々一部淡紅色を

帯び,内部は髄をなす。肉：白球で無味無臭，FeS04aq反応は淡ピンク。ヒダ：茎にほとん

ど離生し乳白色,やや密で幅広い。胞子：楕円形で表面に小突起と不完全な線状網目がある。

大きさ9～12×6～8μ。このキノコは，大きく目立つ色彩で，白山では他のキノコに比して

広い範囲で数も多く発生するので，もし，低山帯やその他の地域にも発生するなら，まずは

見落しはしないと思われる。この事から，このキノコはおそらく高山帯のものと予想され，

今後，他の地域での発見が待たれる。

70



4　白山室堂平の高山雪田植生の回復 菅沼孝之・辰巳博史
　白山室堂平は海抜2,400ｍ附近にひろがる南西向きのゆるやかな傾斜面に発達するお花畑で，

主として雪田植生を形成している。この一角に室堂センターがあって，宿泊設備が整っているた

め，多いときには1日に2,500人の登山者が訪れ，高山植物を観賞する。このお花畑には1973年

（昭和48年）に自然研究路の両側にロープが張られ,以後,立入りが厳重に規制されて今日に至っ

ている。しかし，それ以前は登山者が自由にお花畑の中に出入り出来たため，随所に裸地化か見

られた。

　お花畑への立入り禁止策は，登山人口の増加に伴なって，裸地面積の増加が目立ちはじめたの

で，抑制のためにとられたものである。同時に裸地を如何にすれば早く回復させることができる

かについて，試験研究が行われはしめた。その1つに，裸地を含むお花畑の中に定置枠（永久コー

ドラード）を設置し，その枠内の植生の広がりを毎夏1回克明に記録するもので，自然（放置）

状態での回復の状況の追跡調査がある。この調査については，すでに6年経過後（菅沼・辰巳，

1979）と,11年経過後（菅沼･

辰巳,

1984）に報告している。今回はそれらを総合して報告した

い。

(1)調査地及び調査方法

　調査地は室堂園地内の裸地

化が顕著に見られる代表的な

地点を3ヵ所選び，そこに永

久調査区（定置枠）を設けた

（図Ⅱ－4)。定置枠の面積は

調査区Ｉは3×3ｍ,調査区

Ⅱ及びⅢはそれぞれ2×2ｍ

の方形枠で，四隅を杭で固定

している。

　調査方法は，現地では各調

査区内に生育している植物

を，種類毎ち占有する広さと

芽生えを方眼紙(1mm目）の

上に写しとり，生育状況図を

作成した。これを室内にもち

帰り，裸地面積，各種の占有

面積と芽生え数を求め，次い

で，枠面積と裸地面積の差か

ら植被率（％）を，各種の占

有面積が調査枠を占める割合

から占有率（％）を，各種の

占有率の和と植被率との差から占有面積の重複の割合（％）をそれぞれ算出した。

(2）結　　果

　調査区Ⅲの生育現況図を1年おきに示すと，図Ⅱ－5の通りである。生育現況図から得た

各種の占有面積，占有率，芽生え数，調査区の植被率等を表Ⅱ－1～3に示す。また，占有

率5％以上の種の占有率，植被率の動向を示したものが図Ⅱ－6～8である。
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以下に各調査区の変化をみることにする。

く調査区1＞

　ここは宿舎建設当時の資材置場で，調査当初の裸地の割合は63％で，生育している植物の

種類は少なく，荒廃した感じの砂礫地であった。植被率は8年目の1981年に50％を越し,53.

62％となるが，年ごとの変動が大きい。種の消長では,

1975年にミヤマヌカボシソウとミヤ

マウイキョウの2種が増加し，マイズルソウが消失して,

10種が11種になっている。1976年

にマイズルソウが再び出現し，新しくミヤマキンバイが加わり13種となる。翌1977年には

ミツバノバイカオウレンが加わるが2年後の1979年には消失,

1980年にはコバイケイソウ

が出現する。1983年まで14種で，1984年にミヤマキンバイが消失して13種となる。植物が

腫子から発芽し，定着するまでには，環境条件が厳しいだけに予測通りには進行しないこと

がわかる。それは表Ⅱ－1のヒロハノコメススキの芽生え数と占有面積をみると，過去最高

の芽生え数を記録した1978年の翌年の占有面積が3,915c㎡減少していることからも知る

ことができる。芽生えの定着率を出すことは困難であるが，どの種も恐らく極めてわずかの

個体が定着するに過ぎないものと考えられる。

　調査区Iでは，表Ⅱ－1及び図Ⅱ－6から，常に植被率の50％以上を占めてきたヒロハノ

コメススキの緑化への貢献度は高い。

<調査区Ⅱ〉

　園地の北東隅にあり，流水構が改修される前は融雪時に冠水する低地であったため, 1973

年に植被率が68.84%であったものが，冠水によって1974年には60.33％と最低を記録する

が，回復して1976年に87.85%となり，以後わずかな増減をくりかえし，横ばい状態がつづ

いている。種の消長は，当初10種であったものが, 1976年にオンタデが, 1978年にハクサ

ンフウロとコメススキが加わるが, 1979年には3種とも消失，さらにこの年にはアオノツガ

ザクラ，ミヤマリンドウ，ハクサンコザクラも消失して，構成種は7種になるが，翌1980年

にアオノツガザクラとオンタデを出現し9種に回復する。1981年には再びオンタデが消滅，

1982年にオンタデとコメススキが復活するが,翌1983年にはコメススキが消滅，ミヤマリン

ドウとミヤマアキノキリンソウが出現してⅡ種となり, 1984年にはミヤマキンポウゲが加

わるが，アオノツガザクラとオンタデが消滅して都合10種になる。

　各種の占有率の年ごとの変化は表Ⅱ－2及び図Ⅱ－ 7 に示す通りであるが, 1973年から

1980年までつづいたヒロハノコメススキが,1981年から優占種の座をミヤマキンバイに明け

渡していることが，調査区Ⅱでの特筆すべき事項であろう。ショウジョウスゲ，コバイケイ

ソウが目立つ調査区であるが，最近では20％前後の占有率を示している。ヒロハノコメスス

キの芽生え数が極めて少ないこと，ヒロハノコメススキからミヤマキンバイに優占種が交代

したことは，恐らく大型の草本占有率が高いことが原因しているものと思われる。

　調査区Ⅱにおいて，主要種の変遷をみるために，調査区の各辺を10等分した小方形区100

個の内の優占種の変化を表Ⅱ－4にまとめた。すなわち，翌年も同一小方形区内で優占種の

位置を保つ割合の高い種はヒロハノコメススキ，ミヤマキンバイ，コバイケイソウの３種で，

ミヤマキンバイとヒロハノコメススキ，ショウジョウスゲの一部が互いに入れ代わり，ヒロ

ハノコメススキとショウジョウスゲとの入れ代わりは少ないことがわかる。

〈調査区Ⅲ〉

　園地の北西部にあって，やや乾燥した砂礫地である。当初の植被率は44.39％で,裸地が目

立っていたが11年後の1984年には68.34％に回復している。種の消長では，当初12種あっ
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て他の調査区に比ぺて豊富であるが,1974年にイ

ワギキョウが出現,翌年にはミヤマアカバナが出

現するが，ハクサンコザクラが消失,1976年には

ハクサンコザクラが復活し，ミヤマヌカボシソウ

が出現するが,2年つづいたイワギキョウと昨年

出現したミヤマアカバナが消失して都合13種に

なる。1977年にはミヤマアカバナが復活し，ミ

ヤマヌカボシソウが消失し, 1978年にはハクサ

ンコザクラが消失して12種となり，翌1979年

にハクサンコザクラが再び復活, 1980年にはミ

ヤマヌカボウシソが現われて翌年に消滅するが，

その1981年にイワギキョウが復活, 2年つづい

て1983年に消滅するので13種となる。

　調査区Ⅲの上部には雪渓があり，タカネツ

メクサ岩屑荒原と雪田植生かモザイック状に

発達するので，融雪時の水流によって種々な

種の種子が運ばれてくることに原因して，構

成種が多くなっているものと考えられる。図

Ⅱ－5は生育状況図を1年おきに示したもの
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であるが，まさに動画を見るようで目まぐるしいが，これが裸地に侵入後の初期の植生の変

化のはげしさを示すものといえよう。ここではヒロハノコメススキが優占するが，大きな株

ではデッドセンターが形成（株の中心部が枯死して株がドーナツ状となる現象）され,代って

ミヤマキンバイの占有率の増加，芽生えが多くなる現象が認められた。また，コメススキの

退潮も著しい。

(3)ま　と　め

　いずれの調査区でも植生の回復は遅々としたもので，これは生育期間が極端に短かく，冬

季の積雪量が並はずれて多く，融雪時には砂礫を洗い流すなど，悪条件が重なるためと考え

られる。植被率一つを見ても，調査区I,Ⅱ,Ⅲで年間の植被率の増加は平均1.37,

1.36,

2.18％に過ぎない。これは裸地への侵入が容易でないこととともに，定着してもほとんど生

育しないことがあげられる。

　今後の問題としては裸地の緑化には，①融雪水による土壌，砂礫の移動を防ぐこと，②種

子からの緑化は発芽率，定着率，生長の良好な種を選ぶこと，③条件の良い立地では潜在自

然植生構成種の移植によって増殖をはかることなどが考えられる。②は広い面積の緑化に効

果を発揮する。立地によって種類を選ぶ必要があるが，ヒロハノコメススキ，オンタデ，ミ

ヤマキンバイとクロユリ，ハクサンボウフウ，ミヤマウイキョウ，タカネツメクサなどが考

えられる。いずれも多量の種子を得やすいものである。なお，クロユリは子球を使うのも一

法である。
③は現在試験中であるが，ミヤマキンバイ，ショウジョウスゲは活着率が高いようである。
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5　白山高山帯における緑化工事 八神　徳彦

(1)工事箇所の概況と工事内容

　登山者の踏圧や出水期の流水による土壌浸食等で荒廃しつつある白山のお花畑を保護する

ために，昭和48年度より植生基盤の安定を図る土木工事と，裸地の緑化を図る緑化工事を主

に室堂平で行ってきた。室堂平東部の平坦部は人為，流水等による撹乱が加わって形成され

た高山荒原的な性格を持つ群落で，ヒロハノコメススキが優占している。特に十数年前まで

は，登山者はこの地域に自由に出入りができ，キャンプも行われていた。このような人為的

な攬乱によって裸地化した所へ融雪時の出水が加わって荒廃に拍車をかけるようになった

か，その後，立入禁止措置がとられ現状まで回復したものである。室堂平北部は，潜在自然

植生はミヤマキンバイ，アオノツガザクラ，クロマメノキ等からなる雪田植生群落と思われ

る。ここでも，山頂へ向う登山者の踏圧により裸地化した所へ融雪時の出水が加わって荒廃
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しているが，一部ではヒロハノコメススキ，オンタデ等のパイオニア種の侵入もみられる。

　工事箇所は図Ⅱ－9,工事内容は表Ⅱ－5および図Ⅱ－10のとおりである。工事は人為に

よって荒廃した場所のみを対象した。保護柵工では，木柱および鉄棒を杭としてシュロ縄を

張り登山者のお花畑への立入りを防いだ。丸太積護岸工は，出水期の流水が集中する溝に施

工され，これにより室堂平北部及び北東部の溝の横浸食が防止され植生基盤が安定した。土

留工では，マツ丸太による木柱土留と，現地採集雑石とモルタルによる練石積土留を施工し，

流水の集中する溝の縦浸食の防止を図った。蛇篭排水工は，出水期に水道となる登山道の浸

食防止のために施工された。室堂平北東部の施工地では登山道に土留工を施工しなかったた

めに縦浸食を受け蛇篭の横に新たな水道ができ，蛇篭が排水の役割を果していない。登山道

に排水を兼ねた簡単な石張り土留が施工してある所はこの縦浸食が防がれている。緑化工は

昭和54年から施工され,現地採集によるヒロハノコメススキの穂を敷き，ワラおよびムシロ

による伏工を行った。また，昭和57年からは現地採集による主にヒロハノコメススキの植生

ブロック移植もとり入れた。
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　富士山の亜高山帯以高においては，植物の侵入発育の最大制限要因は基質の安定度である

という(沼田ほか,

1971)。土壌の擾乱には，出水期の大量の流水による植生基盤からの破壊

と，霜柱による浮きあがりや雨水による表層土の移動などの表面撹乱がある。植生基盤から

の破壌に対しては，土木工事による基盤安定が不可欠であり，出水期の大量の流水のような

一時期であるにしろ大きな外カが加わる場所には，これに対抗できる強固な土木工法で基盤

の安定を図らねば植生の回復は望めない。

　土木工事によって植生基盤が安定しても根系の発達していない幼個体では，地表部だけの

擾乱でも植生の定着が妨げられる。霜柱の凍結融解や雨水による地表擾乱がこれである。緩

斜面における表層土の移動を調べてみると，夏期の1か月で表層の小膝は10～50cm移動し

ていた。このような小磯の移動でも芽生えたばかりの植物にとっては，定着を妨げられる要

因になる。そこで，これを緩和するために丸太土留工(図Ⅱ－10)を昭和58年から施工した。

丸太土留工は,径9cmの2本のマツ丸太を上下に鉄線で結束し,水平間隔で1ｍの階段状に

設置するものである。ムシロ伏工のみ施工したNo.6は，流水による地表撹乱を受け一部では

ムシロも流されて再び裸地化しているが，これに隣接するNo.15は，丸太土留工を併用したた

め地表の撹乱はほとんどみられずムシロの下にはかなりのヒロハノコメススキの芽生えが生

じている。

　ワラやムシロで覆いをすることは，種子の流失，飛散，雨水による表蝕を防ぎ，保温，保

湿，強烈な日射の防御，さらには施肥効果等，高標高地の緑化に非常に有効であることが知

られている(小林,

1974；土田,

1976,

1891

:

大田ほか,

1980)。白山では，秋期には霜柱が

立ちこれによる地表擾乱が生じ，裸地にわずかに芽生えていたヒロハノコメススキは根系を

浮きあがらせていたが，伏工のムシロの下には霜柱がみられず，霜柱の凍結融解の際の地表

撹乱は伏工によってかなり緩和されたようである。
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(2）緑化状況

　1984年8月と9月に緑化工施工地の緑化状況を調査した。調査方法は，一つの施工地に原

則として５箇所, 0.5×0.5ｍの方形枠をとりその中に出現する植物の被度と草丈を計測し

た。被度は，株状になった禾本科草本では基底面積，その他は地上部の投影面積の枠面積に

対する割合で把握した。株状になった禾本科草本では，基底面積の階級毎の株数も記録した。

調査結果を表Ⅱ－6に示す。

　緑化工事に用いたヒロハノコメススキは，生育期には十分な水分を必要とするものの，乾

燥地にも生育でき，このような場所の裸地のパイオニア種としてみることができ（土田，

1981）,立山（小林,

1974,

1980

；

折谷,

1974,

1980）,白馬岳（土田,

1981

，

1983)では緑

化植物として利用できるとしている。

　ヒロハノコメススキ幼個体の被度の経年変化を図Ⅱ－11に表わした。幼個体とは芽生え，

あるいは分蘗前の個体をいい,

1つのポイントは1方形枠内の被度を表わし，黒丸は伏工の

覆いをとった状態での被度である。対象裸地は，緑化工事を行っていない裸地である。播種

後1年経過では覆いの下に30～60％も発芽しているが，覆いの上まで出ているものは4

～20％しかない。覆いの下のものは2年目にはほとんど消滅し，覆いの上に出ているものも
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多くの場所で減少していく傾向がある。5年経過した場所での幼個体は対象裸地とあまり変

わらなくなり，この時の幼個体は周囲から供給された種子の発芽と思われる。

　株状になったヒロハノコメススキの基底面積による被度の経年変化を図Ⅱ-12に表わし

た。幼個体の被度は急激に減少するのに対し，株基底面積による被度はゆっくりと増加して

いる。

　図Ⅱ－13に各生長段階におけるヒロハノコメススキの平均被度の経年変化を示した。1年

経過の幼個体は覆いの上に出ているもののみ扱った。No.1Oは他に比べてとびぬけて生育が良

く，何らかの異なった要因が働いていると思われるので対象からはぶいた。

　播種後1年経過では，株立ちはほとんどなく幼個体（芽生え）が8.5％ある。2年経過では，

幼個体は6.6％とやや減少するが，1～5c㎡の株が出現し，0～1c㎡の株が2.3%と増えて

くる。3年経過では,幼個体は8.6％とやや増加し,

0～1c㎡の株は急増して13.0％になり，

最大値となる。10～30c㎡と大株に成長したものも出現する。4年経過では，幼個体は2.3％

と急に減少し.

0～1c㎡の小株も減少傾向を見せる。1～5c㎡の株が10.9％と最大値とな

り.

10～30c㎡の株は21.6％と急増する。5年経過では，幼個体がほとんど消滅し,

5c㎡以

下の株も減少傾向をみせる。5～10c㎡の株は.

13.7％と最大値となるが,10c㎡以上の株は

減少している。裸地に芽生えたヒロハノコメススキが定着することがむつかしいことに比べ

で，播種して伏工を行えば，このように幼個体の一部が株立ちし，株数は減少するが定着し

た株は生長していくことがわかる。

　伏工は，ワラとムシロを用いたが，その効果を比較するにたる資料が不十分でどちらが有

効かを判定するにはいたらなかった，しかし，どちらを用いても覆いが厚すぎる部分は植被

が少ない傾向がみられた。ワラは均一に敷き並べることが困難であり，風による飛散もある

ことから，昭和57年からはムシロを使っている。

　大田ほか（1980）は，ムシロの種類を薄手・中厚・厚手に分けており，それぞれの風化，

発芽，定着状況を調べている。これによると薄手のものは，1年で地表が1/3～1/2見えるま

で風化し3年目にはなくなる。中厚のものは,

1年で地表が1/5ほど見え3年ほどで風化す

る。厚手のものでは,

2年後でも隙間ができない。薄手のものは，発芽率は最も高いが幼個

体が定着する前にムシロが風化し流亡する。中厚のものは，発芽は少し悪いが経過が良く3

年目から株が大きくなる。厚手のものは，風化が遅く発芽をおさえてしまうとしている。白

山で用いたムシロは，約3年で風化し大田ほか（1980）のいう中厚のものになると思われる。

　図Ⅱ－11でみるように,播種後1年経過でムシロの下には被度30～60％のヒロハノコメス

スキの芽生えがあるが，ムシロの上には4～20％しか出ていない。ムシロの上に出られない

芽生えは，1年目の秋までは生存しているが2年目の夏にはほとんどが枯れていることが観

察された。芽生えた夏にムシロの上に出られないものは，陽光不足のためか根系の発達が十

分でなく，環境の変動の厳しい秋と春を越すことができないのかもしれない。このことを考

えると，あまり厚い覆いは幼個体の定着に良い結果を与えないように思われる。伏工による

覆いは，霜柱や雨水による地表擾乱を緩和させる効果があるが，逆に厚すぎる覆いはヒロハ

ノコメススキキの定着を妨げることにもなる。そこで，生育期のヒロハノコメススキの生長

を妨げない薄めのムシロを伏工の覆いとし，地表擾乱を受ける秋から融雪期の間だけさらに

この上に厚手のムシロをかけてやる方法も考えられる。

　ヒロハノコメススキは幼個体から株へ，小株から大株へと外力に対して強い群落になって

きたが,他の植物を含めて全体の植被率の経年変化をみてみると,

1年経過から順に,8.8％,
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7.1％, 9.3％, 8.9％, 6.4％となり，覆いの風化する3年目をピークに植被率が減少し，再

び地表撹乱を受けている。伏工の覆いは3年ほどで風化するので，この前に植被を増やし地

表擾乱に対抗できる群落を作る必要がある。したがって，今後，伏工の覆いが風化するまで

に速やかに植被を増すことのできる工法を行う必要がある。

　白山では高山帯の微妙な生態系のバランスを考慮し,緑化工事での施肥は行わなかったが，

高山帯における緑化工事の施肥による効果は既に報告されており(小林,1974, 1980: 折谷，

1974；土田,1983),白山でも伏工による覆いが風化する前に施肥を行い強い植物群落に育て



る必要もある。

　折谷（1974）は，立山におけるヒロハノコメススキで泥炭土壌では施肥効果が高いが，砂

質土壌，ズリ土壌では肥料の溶脱が高く肥効は極めて低いとしており，礫質土壌である白山

室堂での緑化工事で施肥を行う場合，その方法については十分な検討が要せられる。また，

小林（1976）が指摘しているように，もともと高山帯の植物は貧栄養土壌に適応しているも

のであるから，過度の施肥は絶対に避けなければならない。もしそうでないと，自然植生へ

の安定が遅れるばかりでなく，アンモニア態窒素要求度の高い二次植物の侵入を促す恐れが

あり植生的にいつまでも不安定であるので充分注意する必要があるとしている。

　小林（1974）は，移植や株分けは最も確実に緑化が行われるとしており，当地においても

昭和57年から一部植生ブロック移植をこころみた。植生ブロックは，主にヒロハノコメスス

キを用いたが一部ショウジョウスゲ等も混ざっている。ブロックは，よく繁茂している安定

した群落より分散させて採取した。ブロックの大きさは,約5×5×5cmで移植ゴテで掘り

取り，掘り取った後は土石で埋め戻した。ブロックは約15×15cmに1個配置した。施工当

時の写真と比べると枯死したブロックはほとんどなく，植生ブロックの生存率はかなり高い

と思われる。佐野ほか（1983)の木曽駒ヶ岳での調査では，裸地の植被回復は主として周辺

の植物の侵入によって行われ，直接裸地中央に入って増植する植物の少ないことが認められ

たとしている。広い裸地を緑化するには，活着の良い植生ブロックを裸地に散在させ，この

植生ブロックを基に無性繁殖や種子繁殖をさせ植被を増していくことが有効と思われる。

No.17では,

57.1％のヒロハノコメススキの植生ブロックが種子をつけており生育も良好であ

る。No.14では，ヒロハノコメススキ，ショウジョウスゲを主体とし，ミヤマキンバイ，ミヤ

マアキノキリンソウ，イワカガミ，クロマメノキ等の混生の植生ブロックを用いているが，

生長はやや悪いもののよく活着し，ヒロハノコメススキ，ミヤマアキノキリンソウは種子を

つけているものがみられた。植生ブロック植付けにより地表撹乱も緩和されることが予想さ

れ，植生ブロックからの種子の定着も期待できる。
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